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(57)【要約】
【課題】被測定者の脂肪硬さに適合する押圧力が得られ
るように、押圧力を調整することを可能とした皮下脂肪
厚測定装置を提供する。
【解決手段】測定本体２と操作本体３とを操作方向に相
対移動可能に連結する連結手段１５ａ，１６ａと、測定
本体２と操作本体３とを離反方向に押圧する押圧手段２
１とが設けられている。また、測定本体２と操作本体３
とが押圧手段２１の押圧力に抗して所定のストロークま
で接近方向に移動したことを検出したときに、皮下脂肪
厚の測定を開始する測定開始手段２２と、押圧手段２１
の押圧力を調整可能な押圧力調整手段７とが設けられて
いる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　皮下脂肪厚を測定する測定本体と、この測定本体を被測定者の測定部位に押し当てるよ
うに操作する操作本体とを備えた皮下脂肪厚測定装置であって、
　前記測定本体と操作本体とを操作方向に相対移動可能に連結する連結手段と、
　前記測定本体と操作本体とを離反方向に押圧する押圧手段と、
　前記測定本体と操作本体とが押圧手段の押圧力に抗して所定のストロークまで接近方向
に移動したことを検出したときに、皮下脂肪厚の測定を開始する測定開始手段と、
　前記押圧手段の押圧力を調整可能な押圧力調整手段とが設けられていることを特徴とす
る皮下脂肪厚測定装置。
【請求項２】
　前記押圧力と押圧ストロークとの関係から脂肪硬さを決定するデータが予め記憶された
脂肪硬さ決定手段と、被測定者の押圧力を計測する押圧力計測手段と、被測定者の押圧ス
トロークを計測するストローク計測手段とが設けられ、被測定者が計測した押圧力と押圧
ストロークとを脂肪硬さ決定手段のデータと比較することで、被測定者の脂肪硬さを決定
することを特徴とする請求項１に記載の皮下脂肪厚測定装置。
【請求項３】
　前記被測定者の脂肪硬さに適合する押圧力を記憶する記憶手段を設けたことを特徴とす
る請求項２に記載の皮下脂肪厚測定装置。
【請求項４】
　前記押圧手段は、測定本体と操作本体とを離反方向に付勢するばねであり、
　前記測定開始手段は、測定本体と操作本体の接近でオンするスイッチであり、
　前記押圧力調整手段は、ばね力の強弱を調整するねじ部材であることを特徴とする請求
項１に記載の皮下脂肪厚測定装置。
【請求項５】
　前記押圧手段は、測定本体と操作本体とを離反方向に押圧するソレノイドとプランジャ
であり、
　前記測定開始手段は、測定本体と操作本体との間の距離計測器であり、
　前記押圧力調整手段は、ソレノイドの電流の強弱を調整する可変抵抗器であることを特
徴とする請求項１に記載の皮下脂肪厚測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮下脂肪厚測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、皮下脂肪厚測定装置としては、支持棒に固定した測定本体に取付けられたプロー
ブを操作本体に押し当てながら、超音波を用いて皮下脂肪厚を測定するものがある（特許
文献１参照）。
【０００３】
　また、支柱部に取付けられた固定部と可動部（キャリパー）で皮膚と脂肪組織を挟んで
、その先に設けたマイクロスイッチがオンした時にブザーを鳴らし、その合図を聞いて皮
下脂肪厚の測定を開始するものがある（特許文献２参照）。
【特許文献１】特開２００３－２３５８４８号公報
【特許文献２】特開２００２－３３０９４４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、皮下脂肪厚を測定する場合、特許文献１では、プローブを操作本体に押
し当てながら測定するため、その押圧力によって脂肪のつぶれ方が変わり、操作本体の皮
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下脂肪厚が変わることがある。すなわち、プローブを操作本体に押し当てる押圧力は、被
測定者の力加減に左右されるために、測定毎に測定結果のバラツキが発生するようになる
。
【０００５】
　また、特許文献２のように、マイクロスイッチのオンでブザーを鳴らしても、マイクロ
スイッチの押圧力は一定であるために、被測定者の脂肪硬さのバラツキによる測定誤差が
発生するようになる。
【０００６】
　つまり、測定時の押圧力が被測定者の力加減に左右されたり、一定であったりする場合
には、同じ皮下脂肪厚であっても、脂肪の硬い人と柔らかい人とでは、皮下脂肪厚の測定
結果にバラツキが発生することがある。
【０００７】
　本発明は、前記問題を解消するためになされたもので、被測定者の脂肪硬さに適合する
押圧力が得られるように、押圧力を調整することを可能とした皮下脂肪厚測定装置を提供
することを目的とするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　前記課題を解決するために、本発明は、皮下脂肪厚を測定する測定本体と、この測定本
体を被測定者の測定部位に押し当てるように操作する操作本体とを備えた皮下脂肪厚測定
装置であって、前記測定本体と操作本体とを操作方向に相対移動可能に連結する連結手段
と、前記測定本体と操作本体とを離反方向に押圧する押圧手段と、前記測定本体と操作本
体とが押圧手段の押圧力に抗して所定のストロークまで接近方向に移動したことを検出し
たときに、皮下脂肪厚の測定を開始する測定開始手段と、前記押圧手段の押圧力を調整可
能な押圧力調整手段とが設けられていることを特徴とする皮下脂肪厚測定装置を提供する
ものである。
【０００９】
　請求項２のように、請求項１において、前記押圧力と押圧ストロークとの関係から脂肪
硬さを決定するデータが予め記憶された脂肪硬さ決定手段と、被測定者の押圧力を計測す
る押圧力計測手段と、被測定者の押圧ストロークを計測するストローク計測手段とが設け
られ、被測定者が計測した押圧力と押圧ストロークとを脂肪硬さ決定手段のデータと比較
することで、被測定者の脂肪硬さを決定する構成とすることができる。
【００１０】
　請求項３のように、請求項２において、前記被測定者の脂肪硬さに適合する押圧力を記
憶する記憶手段を設ける構成とすることができる。
【００１１】
　請求項４のように、請求項１において、前記押圧手段は、測定本体と操作本体とを離反
方向に付勢するばねであり、前記測定開始手段は、測定本体と操作本体の接近でオンする
スイッチであり、前記押圧力調整手段は、ばね力の強弱を調整するねじ部材である構成と
することができる。
【００１２】
　請求項５のように、請求項１において、前記押圧手段は、測定本体と操作本体とを離反
方向に押圧するソレノイドとプランジャであり、前記測定開始手段は、測定本体と操作本
体との間の距離計測器であり、前記押圧力調整手段は、ソレノイドの電流の強弱を調整す
る可変抵抗器である構成とすることができる。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、測定本体を被測定者の測定部位に当て、操作本体で測定本体を測定部
位に押し当てるように操作する。そして、測定本体と操作本体とが押圧手段の押圧力に抗
して所定のストロークまで接近方向に移動したことを検出したときに、測定開始手段で皮
下脂肪厚の測定を開始する。このとき、被測定者の脂肪硬さに応じて、押圧力調整手段で
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押圧力を調整可能であるから、操作の前に、被測定者に適合する押圧力が得られるように
、押圧力を調整しておくことができる。そして、その押圧力に達したときに、測定開始手
段で皮下脂肪厚の測定を開始することができる。これにより、皮下脂肪厚の測定結果にバ
ラツキが発生しないようになる。
【００１４】
　請求項２によれば、被測定者が計測した押圧力と押圧ストロークとを脂肪硬さ決定手段
のデータと比較することで、被測定者に適合する脂肪硬さが決定される。そして、操作の
前に、その脂肪硬さに適合する押圧力が得られるように、押圧力を調整しておくことによ
り、脂肪硬さによって、皮下脂肪厚の測定結果にバラツキが発生しないようになる。
【００１５】
　請求項３によれば、脂肪硬さ決定手段で決定された被測定者の脂肪硬さに適合する押圧
力を記憶させておけば、被測定者は、その記憶された押圧力に設定操作し、または自動設
定することで、簡単かつ迅速に被測定者に適合する押圧力に調整できるようになる。
【００１６】
　請求項４によれば、押圧手段はばね、測定開始手段はスイッチ、押圧力調整手段はねじ
部材であるから、機械部品で構成できてコスト安になる。
【００１７】
　請求項５によれば、押圧手段はソレノイドとプランジャ、測定開始手段は距離計測器、
押圧力調整手段は可変抵抗器であるから、電気部品で構成できて全て電気的に制御できる
ようになる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、本発明を実施するための最良の形態について、図面を参照しながら詳細に説明す
る。
【００１９】
　図１は、第１実施形態の皮下脂肪厚測定装置１Ａの表側の斜視図である。皮下脂肪厚測
定装置１Ａは、裏側に、赤外線や超音波で皮下脂肪厚を測定する測定本体２を備え、表側
に、測定本体２を測定部位（腹、二の腕、太もも等）に押し当てるように手で操作する操
作本体３を備えている。
【００２０】
　操作本体３には、左右の手で掴むためのグリップ４がそれぞれ形成され、このグリップ
４を掴んだ状態で、測定本体２を測定部位に押し当てる。
【００２１】
　操作本体２の左右のグリップ４の間には、入力値や測定値を表示する表示パネル５と、
データ入力や表示切り替えを行う操作パネル６とが設けられ、操作パネル６には、皮下脂
肪厚測定時の押圧力を調整する押圧力調整部７が設けられている。
【００２２】
　操作パネル６の設定ボタン６ａは、身長、体重、性別、年齢等のデータを、タッチパネ
ル式の表示パネル５の操作で入力した後に、設定するためのものであり、変更ボタン６ｂ
は、これらのデータを変更するためのものである。
【００２３】
　電源ボタン６ｃの両側で、１～４の符号を付した４個のボタン６ｄ～６ｇは、４名の被
測定者のデータをそれぞれ呼び出すためのボタンであり、例えば符号１のボタン６ｄを押
すと、ある被測定者のデータのみが表示パネル５に表示されるようになる。
【００２４】
　図２（ａ）は、皮下脂肪厚測定装置１Ａの裏側の斜視図である。測定本体２には、被測
定者の測定部位に接する四角形状（８ｃｍ２程度）の略平面の測定面１０が形成されてい
る。この測定面１０には、波長８５０ｎｍ付近の近赤外光を発するＬＥＤを有する発光部
１１が設けられ、この発光部１１から所定の距離を隔てて複数個（本例では２個）の受光
部１２Ａ，１２Ｂが設けられている。なお、赤外線の発光部１１と受光部１２Ａ，１２Ｂ
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を、超音波の発信部と受信部に代えることも可能である。
【００２５】
　発光部１１と受光部１２Ａ，１２Ｂの各距離は、日本人のおおよその範囲である皮下脂
肪厚が０～６０ｍｍ程度の測定が行えるように、約１５～４５ｍｍとしている。また、複
数個の受光部１２Ａ，１２Ｂを設けて、各受光部１２Ａ，１２Ｂの差を求めることにより
、皮膚の色素の差を補正することができ、より精度の高い測定を行うことが可能となる。
【００２６】
　測定本体２を被測定者の測定部位に押し当てたとき、その押圧力によって皮下脂肪層の
圧縮度合いが変化し、脂肪層の厚みが変化する。そこで、測定面１０を略平面にすること
により、測定本体２の付近の皮下脂肪層の厚みを略一定にすることができ、安定した測定
を行うことができる。
【００２７】
　また、測定面１０の中央に凸条１０ａを形成し、この凸条１０ａに形成した穴内に発光
部１１と受光部１２Ａ，１２Ｂをそれぞれ設けている。これにより、測定面１０を被測定
者の測定部位に押し当てると、この凸条１０ａが表皮に食い込み、皮下脂肪層が均一に圧
縮された状態となる。このとき、発光部１１と受光部１２Ａ，１２Ｂが表皮等に食い込む
ため、外光の入り込む隙間が無くなり、外光の影響を受けにくくなる。また、測定面１０
の外側に四角枠状の凸部１０ｂを設けることにより、外光を遮る壁ができ、外光の影響を
ほとんど無くすことが可能となる。同時に、この連続した凸部１０ｂが測定部位の周囲に
食い込んで押し広げるので、測定面１０の付近の皮下脂肪層を均一に押し広げることがで
き、安定した状態で測定を行うことができる。
【００２８】
　図２（ｂ）は、皮下脂肪厚の測定原理図である。発光部１１から照射された赤外光は、
表皮Ｍ１に入射する。生体は、近赤外若しくは可視光にとって散乱体であるから、赤外光
は散乱しながら皮下脂肪層Ｍ２に入射する。皮下脂肪層Ｍ２に入射した赤外光は、さらに
散乱、拡散を続けながら広がり、一部は筋肉層Ｍ３に達する。この筋肉層Ｍ３は血液や水
分が多いとともに筋繊維の影響で、赤外光が多く吸収される。この筋肉層Ｍ３に到達せず
に皮下脂肪層Ｍ２を広がる赤外光は、ほとんど減衰することなく伝播する。
【００２９】
　したがって、皮下脂肪層Ｍ２が厚い場合は、ほとんどの赤外光は、筋肉層Ｍ３の影響で
減衰することなく伝播するが、皮下脂肪層Ｍ２が薄い場合は、多くの赤外光が筋肉層Ｍ３
に到達して減衰するために、受光部１２Ａ，１２Ｂに到達する光が減少する。
【００３０】
　この結果、受光部１２Ａ，１２Ｂで受光した赤外光の受光量を検出することで、皮下脂
肪厚を知ることができる。なお、赤外線や超音波で皮下脂肪厚を測定する方法は、公知で
あるので、これ以上の説明は省略する。
【００３１】
　図３（ａ）は、皮下脂肪厚測定装置１Ａの断面図である。操作本体３は、下向きに開口
した箱体１５を備え、測定本体２は、上向きに開口して、箱体１５の内側に嵌合する箱体
１６を備えている。
【００３２】
　操作本体３の箱体１５の下端縁には内向きのフック部１５ａが形成され、測定本体２の
箱体１６の上端縁には外向きのフック部１６ａが形成されている。そして、両フック部１
５ａ，１６ａが係合することで、測定本体２と操作本体３とが操作方向（矢印Ａ参照）に
相対移動可能に連結されるようになる。このフック部１５ａ，１６ａは、操作本体３と測
定本体２の連結手段を構成する。
【００３３】
　測定本体２の箱体１６内の底部には、発光部１１と受光部１２Ａ，１２Ｂを実装した回
路基板１７がスペーサー１８を介して固定されている。
【００３４】
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　操作本体３の操作パネル６の押圧力調整部７として、操作パネル６の左右位置に形成さ
れた雌ねじ穴に、操作方向Ａにねじ込み、反操作方向にねじ緩め可能なねじ部材１９がそ
れぞれ設けられている。各ねじ部材１９には、手操作回動なダイヤル２０がそれぞれ設け
られている。各ねじ部材１９は、例えば、１／２回転程度で、５～１０ｍｍ程度のねじ込
み・ねじ緩めストロークが得られるように、そのリードが長く設定されている。
【００３５】
　ダイヤル２０の周囲の操作パネル６には、図６（ａ）に示すように、押圧力を表す目盛
り（１）～（７）が施されている。ダイヤル２０を目盛り（４）の位置から目盛り（１）
の方向に回すと、図３（ｂ）のようにねじ部材１９が緩められ、目盛り（７）の方向に回
すと、図３（ｃ）のようにねじ部材１９がねじ込まれるようになる。
【００３６】
　各ねじ部材１９と回路基板１７との間には、コイルばね２１がそれぞれ設けられ、この
コイルばね２１の付勢力（押圧力）で、測定本体２と操作本体３とが離反方向Ｂに押圧さ
れるようになる。コイルばね２１は、操作本体３と測定本体２の押圧手段を構成する。
【００３７】
　そして、例えば、ダイヤル２０を目盛り（１）に合わせると、ねじ部材１９が緩められ
るので、コイルばね２１の押圧力は弱くなる。また、ダイヤル２０を目盛り（７）に合わ
せると、ねじ部材１９がねじ込まれるので、コイルばね２１の押圧力は強くなる。ダイヤ
ル２０とねじ部材１９は、コイルばね２１の押圧力を調整可能な押圧力調整手段を構成す
る。
【００３８】
　第１実施形態では、２個のダイヤル２０で２個のコイルばね２１の押圧力をそれぞれ調
整しているが、１個のダイヤル２０で２個のコイルばね２１の押圧力を同時に調整できる
ように構成することも可能である。
【００３９】
　測定本体２の回路基板１７の上面には、測定開始スイッチ２２が設けられ、操作本体３
の箱体１５の内面には、スイッチオン部材２３が設けられている。そして、測定本体２と
操作本体３とがコイルばね２１の押圧力に抗して所定のストロークまで接近方向に移動し
たときに、スイッチオン部材２３が測定開始スイッチ２２をオンすることで、皮下脂肪厚
の測定が開始されるようになる。測定開始スイッチ２２は、測定開始手段を構成する。
【００４０】
　第１実施形態の皮下脂肪厚測定装置１Ａであれば、測定本体２を被測定者の測定部位に
当て、操作本体３で測定本体２を測定部位に押し当てるように操作する。
【００４１】
　そして、測定本体２と操作本体３とがコイルばね２１の押圧力に抗して所定のストロー
クまで接近方向に移動したときに、測定開始スイッチ２２がオンすることで、皮下脂肪厚
の測定が開始される。
【００４２】
　このとき、被測定者の脂肪硬さに応じて、ダイヤル２０でコイルばね２１の押圧力を調
整可能であるから、操作の前に、被測定者に適合する押圧力が得られるように、押圧力を
調整しておくことができる。
【００４３】
　そして、その押圧力に達したときに、測定開始スイッチ２２がオンすることで皮下脂肪
厚の測定を開始することができる。これにより、皮下脂肪厚の測定結果にバラツキが発生
しないようになる。
【００４４】
　また、押圧手段はコイルばね２１、測定開始手段は測定開始スイッチ２２、押圧力調整
手段はねじ部材１９とダイヤル２０であるから、機械部品で構成できてコスト安になる。
【００４５】
　次に、第１実施形態の皮下脂肪厚測定装置１Ａを用いて、被測定者の脂肪硬さを検出す
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る方法を説明する。
【００４６】
　図６（ｂ）に示すように、回路基板１７には、押圧力と押圧ストロークとの関係から脂
肪硬さを決定するデータが予め記憶されている脂肪硬さ決定回路（脂肪硬さ決定手段）２
５が設けられている。すなわち、脂肪硬さ決定回路２５には、身長、体重、性別、年齢等
が異なる者から予め測定した押圧力と押圧ストロークと脂肪硬さとの関係の多数のデータ
が記憶されている。
【００４７】
　また、ダイヤル２０の目盛り位置をセンサーで検出することで、コイルばね２１の押圧
力を知ることができ、コイルばね２１の伸縮量をセンサーで測定することで、押圧ストロ
ークを知ることができる。したがって、ダイヤル２０の目盛り位置を検出するセンサーが
押圧力計測手段２６となり、押圧ストロークを計測するセンサーがストローク計測手段２
７となる。
【００４８】
　そして、被測定者は、先ず、ダイヤル２０の目盛り（１）～（７）の任意の位置で皮下
脂肪厚を測定する。これにより、押圧力計測手段２６で押圧力が計測され、ストローク計
測手段２７で押圧ストロークが計測される。そして、押圧力計測手段２６で計測された押
圧力と、ストローク計測手段２７で計測された押圧ストロークとが脂肪硬さ決定回路２５
に入力される。
【００４９】
　この脂肪硬さ決定回路２５においては、記憶されたデータと、被測定者が計測した押圧
力と押圧ストロークとが比較されて、記憶されたデータの中から選択された、被測定者に
適合する脂肪硬さが決定される。
【００５０】
　この脂肪硬さは、ダイヤル２０の目盛りの数値として表示パネル５で表示することがで
きる。そして、被測定者は、ダイヤル２０の目盛りをこの数値に合わせるように設定操作
することで、被測定者に適合する押圧力が得られるように、押圧力を調整できるようにな
る。なお、ダイヤル２０の目盛り（１）～（７）の１個だけの位置ではなく、複数個の位
置で皮下脂肪厚を測定して、ダイヤル２０の目盛りをその平均値の数値に合わせれば、被
測定者により適合する押圧力に調整できるようになる。
【００５１】
　また、ダイヤル２０に代えて電動モータ等でねじ部材１９をねじ込み・ねじ緩めを操作
することもできる。この場合、脂肪硬さ決定回路２５で決定された被測定者の脂肪硬さに
適合する押圧力を記憶する記憶回路２８を設けることができる。なお、操作パネル６に押
圧力記憶ボタンを別に設けて、被測定者が押圧力記憶ボタンを押すことで、記憶回路２８
に被測定者の押圧力を記憶させることもできる。
【００５２】
　そして、ボタン６ｄ～６ｇ（図１参照）で、その被測定者のデータを呼び出す。このと
き、記憶回路２８に記憶された押圧力に相当する電動モータの電気的制御によって、脂肪
硬さに適合する押圧力が得られるように、電動モータ等でねじ部材１９をねじ込み・ねじ
緩めを操作して押圧力を調整できるようになる。
【００５３】
　このように、脂肪硬さ決定回路２５で決定された被測定者の脂肪硬さに適合する押圧力
を記憶回路２８に記憶させておくことができる。そうすれば、被測定者は、その記憶され
た押圧力に設定操作し、または自動設定することで、簡単かつ迅速に被測定者に適合する
押圧力に調整できるようになる。
【００５４】
　図４は、第２実施形態の皮下脂肪厚測定装置１Ｂの表側の外観図、図５は、皮下脂肪厚
測定装置１Ｂの断面図である。なお、第１実施形態と同一構成・作用の箇所は、同一番号
を付して詳細な説明は省略する。
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【００５５】
　図５に示すように、押圧力調整部７として、操作本体３の箱体１５の内面の左右位置に
、ソレノイド３０がそれぞれ取付けられている。各ソレノイド３０のプランジャ３０ａは
、ソレノイド３０内に収納されたばね３１で、回路基板１７に軽く接触する程度に付勢さ
れている。
【００５６】
　操作本体３の操作パネル６の押圧力調整部７として、操作パネル６に手操作回動なダイ
ヤル２０が設けられ、このダイヤル２０には操作本体３内の可変抵抗器３２が連結されて
いる。この可変抵抗器３２は、ソレノイド３０の電流供給回路に接続されている。
【００５７】
　ダイヤル２０の周囲の操作パネル６には、図６（ａ）に示すように、押圧力を表す目盛
り（１）～（７）が施されている。ダイヤル２０を目盛り（４）の位置から目盛り（１）
の方向に回すと、抵抗が強くなって電流が弱くなり、目盛り（７）の方向に回すと、抵抗
が弱くなって電流が強くなる。
【００５８】
　そして、例えば、ダイヤル２０を目盛り（１）に合わせると、電流が弱くなるので、プ
ランジャ３０ａの押圧力は弱くなる。また、ダイヤル２０を目盛り（７）に合わせると、
電流が強くなるので、プランジャ３０ａの押圧力は強くなる。ダイヤル２０と可変抵抗器
３２は、プランジャ３０ａの押圧力を調整可能な押圧力調整手段を構成する。
【００５９】
　また、ソレノイド３０に電流を印加すると、プランジャ３０ａに突出する方向（矢印Ａ
参照）の押圧力が作用し、このプランジャ３０ａの押圧力で、測定本体２と操作本体３と
が離反方向Ｂに押圧されるようになる。ソレノイド３０とプランジャ３０ａは、押圧手段
を構成する。
【００６０】
　測定本体２側の回路基板１７の上面には、送信部３３ａと受信部３３ｂとでなる距離計
測器３３が設けられている。
【００６１】
　そして、測定本体２と操作本体３とがソレノイド３０のプランジャ３０ａの押圧力に抗
して所定のストロークまで接近方向に移動したことを距離計測器３３で計測したときに、
皮下脂肪厚の測定を開始するようになる。距離計測器３３は、測定開始手段を構成する。
【００６２】
　第２実施形態の皮下脂肪厚測定装置１Ｂであれば、測定本体２を被測定者の測定部位に
当て、操作本体３で測定本体２を測定部位に押し当てるように操作する。
【００６３】
　そして、測定本体２と操作本体３とがソレノイド３０のプランジャ３０ａの押圧力に抗
して所定のストロークまで接近方向に移動したことを距離計測器３３で計測したときに、
皮下脂肪厚の測定が開始される。
【００６４】
　このとき、被測定者の脂肪硬さに応じて、ソレノイド３０の電流の強弱を可変抵抗器３
２で調整することで、プランジャ３０ａの押圧力を調整可能であるから、操作の前に、被
測定者に適合する押圧力が得られるように、押圧力を調整しておくことができる。
【００６５】
　そして、距離計測器３３による移動距離の計測で、その押圧力に達したときに、皮下脂
肪厚の測定を開始することができる。これにより、皮下脂肪厚の測定結果にバラツキが発
生しないようになる。
【００６６】
　また、押圧手段はソレノイド３０とプランジャ３０ａ、測定開始手段は距離計測器３３
、押圧力調整手段は可変抵抗器３２であるから、電気部品で構成できて全て電気的に制御
できるようになる。
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【００６７】
　次に、第２実施形態の皮下脂肪厚測定装置１Ｂを用いて、被測定者の脂肪硬さを検出す
る方法を説明する。
【００６８】
　図６（ｂ）に示すように、回路基板１７には、押圧力と押圧ストロークとの関係から脂
肪硬さを決定するデータが予め記憶されている脂肪硬さ決定回路（脂肪硬さ決定手段）２
５が設けられている。すなわち、脂肪硬さ決定回路２５には、身長、体重、性別、年齢等
が異なる者から予め測定した押圧力と押圧ストロークと脂肪硬さとの関係の多数のデータ
が記憶されている。
【００６９】
　また、ダイヤル２０の目盛り位置をセンサーで検出することで、プランジャ３０ａの押
圧力を知ることができ、距離計測器３３で、押圧ストロークを知ることができる。したが
って、ダイヤル２０の目盛り位置を検出するセンサーが押圧力計測手段２６となり、押圧
ストロークを計測する距離計測器３３がストローク計測手段２７となる。
【００７０】
　そして、被測定者は、先ず、ダイヤル２０の目盛り（１）～（７）の任意の位置で皮下
脂肪厚を測定する。これにより、押圧力計測手段２６で押圧力が計測され、ストローク計
測手段２７で押圧ストロークが計測される。そして、押圧力計測手段２６で計測された押
圧力と、ストローク計測手段２７で計測された押圧ストロークとが脂肪硬さ決定回路２５
に入力される。
【００７１】
　この脂肪硬さ決定回路２５においては、記憶されたデータと、被測定者が計測した押圧
力と押圧ストロークとが比較されて、記憶されたデータの中から選択された、被測定者に
適合する脂肪硬さが決定される。
【００７２】
　この脂肪硬さは、ダイヤル２０の目盛りの数値として表示パネル５で表示することがで
きる。その後、被測定者は、ダイヤル２０の目盛りをこの数値に合わせるように設定操作
することで、被測定者に適合する押圧力が得られるように、押圧力を調整できるようにな
る。なお、ダイヤル２０の目盛り（１）～（７）の１個だけの位置ではなく、複数個の位
置で皮下脂肪厚を測定して、ダイヤル２０の目盛りをその平均値の数値に合わせれば、被
測定者により適合する押圧力に調整できるようになる。
【００７３】
　また、ダイヤル２０に代えて電動モータ等で可変抵抗器３２を回転操作できるようにす
ることもできる。この場合、脂肪硬さ決定回路２５で決定された被測定者の脂肪硬さに適
合する押圧力を記憶する記憶回路２８を設けることができる。なお、操作パネル６に押圧
力記憶ボタンを別に設けて、被測定者が押圧力記憶ボタンを押すことで、記憶回路２８に
被測定者の押圧力を記憶させることもできる。
【００７４】
　そして、ボタン６ｄ～６ｇ（図１参照）で、その被測定者のデータを呼び出す。このと
き、記憶回路２８に記憶された押圧力に相当する電動モータの電気的制御によって、脂肪
硬さに適合する押圧力が得られるように、電動モータ等で可変抵抗器３２を回転させて押
圧力を調整できるようになる。
【００７５】
　このように、脂肪硬さ決定回路２５で決定された被測定者の脂肪硬さに適合する押圧力
を記憶回路２８に記憶させておくことができる。そうすれば、被測定者は、その記憶され
た押圧力に設定操作し、または自動設定することで、簡単かつ迅速に被測定者に適合する
押圧力に調整できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明の第１実施形態の皮下脂肪厚測定装置の表側の斜視図である。
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【図２】（ａ）は、図１の皮下脂肪厚測定装置の裏側の斜視図、（ｂ）は皮下脂肪厚の測
定原理図である。
【図３】（ａ）は、皮下脂肪厚測定装置の断面図、（ｂ）（ｃ）は（ａ）の要部作動図で
ある。
【図４】本発明の第２実施形態の皮下脂肪厚測定装置の表側の斜視図である。
【図５】図４の皮下脂肪厚測定装置の断面図である。
【図６】（ａ）はダイヤルの平面図、（ｂ）は回路構成図である。
【符号の説明】
【００７７】
１Ａ，１Ｂ　皮下脂肪厚測定装置
２　　　測定本体
３　　　操作本体
７　　　押圧力調整部
１１　　発光部
１２Ａ，１２Ｂ　受光部
１５ａ，１６ａ　フック部（連結手段）
１９　　ねじ部材（押圧力調整手段）
２０　　ダイヤル（押圧力調整手段）
２１　　コイルばね（押圧手段）
２２　　測定開始スイッチ（測定開始手段）
２５　　脂肪硬さ決定回路（脂肪硬さ決定手段）
２６　　押圧力計測手段
２７　　ストローク計測手段
２８　　記憶回路（記憶手段）
３０　　ソレノイド（押圧手段）
３０ａ　プランジャ（押圧手段）
３２　　可変抵抗器（押圧力調整手段）
３３　　距離計測器（測定開始手段）
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